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 図2(+〉一ベンジルメチノレメトキシフェニルシラン(19)と若干の
～
 有機金属試薬の反応の立体化学
 一376一
 論文審査の結果の要旨
 照沼大陽提出の論文は序論および4章,それに独立した実験の部からなっている。
 第一章では種々の含ケイ素5員環化合物の合成について述べている。環状有機ケイ素化合物
 の反応性は,その員環数による所が大きく,5員環化合物は適度の反応性を有する点で興味深
 い化合物である。照沼はイソプレンとマグネシウムとの直接反応で得られた活性中間体に,ジ
 メチルジクロロシランなど2官能性クロロシランを反応させて数種の5員環化合物を合成し
 た。スピロ化合物,5,4員環の縮合したものなど興味深いものも含まれる。
 第二章ではこれら環状有機ケイ素化合物と,相関移動触媒を利用して発生させたジクロロカ
 ルベンとの反応を検討した。ジクロロメチノレ基は選択的にケイ素のベータ位に導入されること,
 カルボン酸などへ転化できる有用な中間体であることなどを見出している。
 第3章では分子内に不飽和結合を有する含ケイ素有機ケイ素化合物の重合反応について述べ
 ており,2重結合等の付加重合と,開環重合が併発していることなど興味深い事実が判明した。
 第4章では,ケイ素をキラル中心とする炭素官能性光学活性有機ケイ素化合物を合成し,そ
 の立体配置の決定およびその誘導体を用いて若干の有機金属化合物との反応の立体化学につい
 て述べている。6種類のアリールベンジルメチルシリルアミンを合成し,(+)一酒石酸を分割
 剤に用いて光学分割し,立体配置を決定した。またこれらから誘導したメトキシシランを用い
 て,アルキルあ《)いはアリールリチウム,またはグリニアール試薬との反応の立体化学を検討
 した。
 実験の部で1、ヒ,以.上の各種の実験の詳細,各化合物のスペクトル,物理定数などが記載され
 "ごいて,有用である。
 以上.照沼大陽提出の論文は有機ケイ素化学に有用な知見を与えるものである。この結果は,
 博士論文として適当であり,本人が自立1、.て研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を
 有するこヒを示している,.よって照沼大陽提出の論文は理学博士の論文としで合格と認める。
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